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Ⅰ ２００９年度の決算概要
及び関西国際空港の現況と課題
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１－１．２００９年度 運営概況

Α ᾡΒ 12.9 10.9 ▲2.1 84.1%
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１－２．２００９年度 経営成績（連結損益計算書）

₉ ⅎ
ⅎ Қ

ἆⱥ Ἓ 992 865 ▲127 87.2% 842
ר 429 374 ▲55 87.2%

ר 563 491 ▲72 87.2%

ἆⱥ 814 739 ▲75 90.7% 747
ἆⱥ Ἓ 177 126 ▲52 70.9% 95
ἆⱥ Ἓ 17.9% 14.5% ▲3.4% 81.0% 11.3%

Ἓ 38 9 ▲29 24.4% ▲26
ⅎ Ἓ ▲67 1 69 － ▲27
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緊急「戦略的な料金施策」

◆今後の需要回復期に向け、当社独自の施策として、以下を2009年10月から、緊急実施。

①新規又は増量増便促進策（2009年冬期～2010年冬期）

⇒ 新規・増便（増量）分は仁川より安い！！

・増量割引制度の拡充 （現行30%割引→80%割引へ拡大）

・新規就航の場合⇒「促進協」の奨励金（3年間20% or 1年目20%・2年目10%）と併せ、100%割引の実施

1機材において、200トンを超える分の着陸料の単価を、2,090円から1,000円へ値下げ

②長距離既存便の維持方策（2009年10月～2010年3月）

③「関空物流拠点化促進制度」の創設（2009年10月～2010年3月）

一定規模以上の貨物上屋の新設又は増設に係る賃料を、一定期間において大幅に割引

－ ４ －

２－１．厳しい経営環境を踏まえた増便への取り組み①
（国際競争力強化に向けた緊急対策の実施）



2009年度 エアポートプロモーションの実績

＜中国＞（4回）
深セン、大連、杭州、済南

＜韓国＞（2回）
ソウル、慶州

＜アメリカ本土＞（2回）
アトランタ、シアトル、シカゴ等

＜グアム＞（1回）
グアム

＜ドイツ＞（1回）
ﾐｭﾝﾍﾝ､ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ

＜イタリア＞（1回）
ミラノ、ローマ

＜ベトナム＞（2回）
ハノイ、ダナン

＜インド＞（1回）
デリー ＜タイ＞（1回）

バンコク

大阪府や兵庫県・京都府等の地元自治体、及び関西経済連合会や大阪商工会議所
といった地元経済界と密に連携し、年間15本のプロモーションを実施！

- ５ -

２－２．厳しい経営環境を踏まえた増便への取り組み②
（エアポートプロモーションの積極的な実施）



２－３．地元と一体となった利用促進や需要喚起への取り組み

①「関空利用促進アピール」の宣言 （2009年10月30日）

・2009年9月14日の「関西３空港懇談会」において、世界的な景気後退や新型インフルエンザに伴い航空需要が
大きく落ち込んでいることに鑑み、関空の利用率を上げる努力を地元一体となって行うことを合意。

・この合意を受け、2009年10月30日に、関西経済界及び自治体が連名で「関空利用促進アピール」を宣言。

＜主な内容＞

○職員の海外出張時の際は、関西国際空港の発着便を利用（関係団体、企業等にも要請を行う）する。

○海外事務所や現地事務所・法人等を活用し、関西の観光魅力・関西国際空港のＰＲに努める。

○製品、部品等の航空貨物輸送の際は、深夜便の有効利用等、関西国際空港の発着便を利用する。

②「関西国際空港全体構想促進協議会（通称：促進協）」による活動の実施

・地元自治体、地元経済界で構成する「関西国際

空港全体構想促進協議会」によって、２期事業の

着実な推進に向けた様々な活動を実施。

・それらの活動の中でも、関空の利用促進と活性化

を目的とした「関空・集客利用促進事業」について

は、当社をはじめとした関係事業者と連携し、

2005年度より実施。

＜具体的な活動内容＞

☆航空会社への新規就航奨励金
☆エアポートプロモーションの実施
２００８年度実績：１７回（１２カ国・地域）

２００９年度実績：１５回（ ９カ国・地域）

☆旅行商品への支援
「関空10点満点!!」
「関空利用促進ツアーコンペ」

【関空10点満点パンフレット】

- ６ -
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３－１．関西国際空港の国際線就航便数（定期便）の推移

※10夏期スケジュールは計画値 － ７ －

合計便数

旅客便数

貨物便数

合計便数

旅客便数

貨物便数

95 00 05 06 07 08 09 10 95 00 05 06 07 08 09

国際線（夏期スケジュール）就航便数 推移 国際線（冬期スケジュール）就航便数 推移



（便／週）

※2009夏期、2009冬期は実績。2010夏期は計画便数。（何れもピーク月の便数（2009夏期：5月、2009冬期：12月、2010夏期：8月）
※中国系については、香港、マカオ含む

週719便

その他

中国系

韓国系

本邦系

2009夏（実績） 2010夏（計画）

合計

475便
（66%）

合計

507便
（71%）

合計

558便
（77%）

アジアの元気なエアラインを中心とした大幅な増便の結果、
全体便数は、昨年の夏期を上回る水準にまで回復！

３－２．国際線 ２０１０年夏期スケジュールの特徴

2009冬（実績）

週711.5便

週729便 ◆全体便数の状況

［2009年夏］ ［2010年夏］
週719便 ⇒ 週729便 10便増

◆外国航空会社の状況

［2009年夏］ ［2010年夏］
週475便 ⇒ 週558便 83便増

＜うち韓国系＞

週 91便 ⇒ 週132便 41便増

＜うち中国系＞

週150便 ⇒ 週166便 16便増

- ８ -



３－３．2010年夏期ｽｹｼﾞｭｰﾙにおける関空の国際線ﾈｯﾄﾜｰｸ

※各データは関空会社調べ（2010年3月25日現在）

ヨーロッパ 週37便
アジア 週530.5便
うち、中国 週276便

中東 週22便

オセアニア 週17便

北米 週39便

ハワイ 週14便
グアム 週35便
サイパン 週7便

- ９ -



４－１．更なる成長に向けた今後の取り組み

- １０ -

① 国際貨物の回復と、特徴を活かした新たな貨物戦略

② 国際旅客の回復と、
インバウンドの更なる増加に向けた取り組み

③ 大規模リニューアルによる非航空系収入の拡大



ü上半期は、2008年秋からの世界同時不況による景気の低迷を受け、
前年・前々年を大幅に下回ったものの、下半期から前年・前々年比が改善！

ü上半期は、2008年秋からの世界同時不況による景気の低迷を受け、
前年・前々年を大幅に下回ったものの、下半期から前年・前々年比が改善！

万トン 2007年度 2008年度 2009年度

対前年 69%
対前々年 72%

対前年 120%
対前々年 78%

回復
基調
！

－ １１ －

４－２．国際貨物の回復と特徴を活かした新たな貨物戦略①

関西国際空港 国際貨物取扱量の推移（半期別）



【凡例】

医薬品工場

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池、太陽電池工場

液晶ﾊﾟﾈﾙ、ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾊﾟﾈﾙ工場

姫路

IPSｱﾙﾌｧﾃｸﾉﾛｼﾞ
(2010年4月稼働）

加西市

尼崎

住之江

パナソニック
（2010年1月増産）

堺

第一三共
大日本住友製薬
塩野義製薬

貝塚

三洋電機

南淡路 三洋電機
(2010年末増産予定)

シャープ他
(2009年10月稼動）

小野薬品工業

協和発酵ｷﾘﾝ

和歌山

パナソニック

守口 パナソニック

長岡京

葛城 シャープ

大山崎

日立ﾏｸｾﾙ

大津

草津

八日市

三洋電機

GSユアサ

京セラ

野洲

三菱電機
(2011年度増産予定)

大阪湾ベイエリア周辺にはパネル・電池の一
大生産拠点の建設が進んでおり、2009年から
2010年にかけて順次完成が予定されている。

（注） 各社発表資料等から、当社作成。

日本イーライリリー

－ １２ －

パナソニック
(2010年4月稼動）

京セラ
(2010年6月稼働予定）

シャープ他
(2010年3月稼動）

三洋電機
(2010年7月稼働予定）

田辺三菱製薬
中外製薬
武田薬品工業
アステラス製薬
第一三共
塩野義製薬

４－３．国際貨物の回復と特徴を活かした新たな貨物戦略②



出典：税関発表統計2009年実績より作成。 （注）億円未満を四捨五入。

【輸出品目 ベスト５】

【輸入品目 ベスト５】

－ １３ －

関西国際空港 国際貨物の輸出入品目 （2009年暦年）

輸出額 構成比

1 半導体等電子部品 （電気機器） 9,003 25.0%

2 映像機器 （電気機器） 2,701 7.5%
3 通信機 （電気機器） 2,144 5.9%

4 電気回路等の機器 （電気機器） 1,841 5.1%
5 科学光学機器 （その他） 1,747 4.8%

品目

（輸出額：億円）

輸入額 構成比

1 医薬品 （化学製品） 4,281 18.3%

2 通信機 （電気機器） 2,642 11.3%
3 半導体等電子部品 （電気機器） 2,311 9.9%

4 有機化合物 （化学製品） 1,764 7.6%
5 科学光学機器 （その他） 1,301 5.6%

品目

（輸入額：億円）

４－４．国際貨物の回復と特徴を活かした新たな貨物戦略③




